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セグメント別の経営成績と概況 ※売上高構成比は四捨五入の関係上、合計が100.0％にならないことがあります。

大型工事案件の受注およびコストダウン等により増収増益

8.9
売上高構成比

売上高

146.2億円 
％

ファーネス事業

プッシャー式ビレット連続加熱炉

【不動産事業】
　売上高は、前年同期に比べ横ばいの7億37
百万円、利益は、同0.5％増益の5億95百万円
となりました。
【その他の事業】
　売上高は、前年同期に比べ23.7％増収の8億
26百万円、利益は、同13.3％増益の40百万円
となりました。

不動産事業、その他の事業

電子部品向けセラミックス材料の
受注減等により減収減益
　顧客における需給調整に伴う電子部品向けセ
ラミックス材料の受注減等により、売上高は、前年
同期に比べ0.2％減収の84億71百万円、利益
は、同5.5％減益の10億63百万円となりました。

5.1
売上高構成比

売上高

84.7億円
％

セラミックス事業

　国内外での原料価格等コスト上昇分の着実な販売価格転嫁に加え、堅調なインド鉄鋼
市場での事業拡大並びに非鉄分野向け拡販等に取組んだ結果、売上高は、前年同期に
比べ27.0％増収の1,405億38百万円、利益は、同64.2％増益の84億58百万円となり
ました。 

着実な販売価格転嫁およびインド鉄鋼市場等での耐火物
拡販により増収増益

耐火物事業

売上高構成比

売上高

1,405.3億円 

％

0.9
売上高構成比

売上高

％

精密測定機器向け
ファインセラミックス

セラミックスを用いた
薄型面状ヒーター

85.1

15.6億円 当社の賃貸物件

経営成績の概況 （連結）

過去最高の売上高・利益を達成

連結決算ハイライト

売上高の推移

売上高

利益

売上高経常利益率の推移

　耐火物事業におけるコスト上昇分の着実な販売価格

転嫁及び国内外での事業拡大、ファーネス事業における

大型工事案件の受注等により、売上高は、前年同期に

比べ23.5％増収の1,652億2百万円となりました。

 1,652.0

　売上高の増加に加え、生産性向上・製造原価低減の

自助努力により、営業利益は、前年同期に比べ47.7％

増益の111億73百万円、経常利益は、同39.2％増益の

120億83百万円となりました。また、親会社株主に帰属

する当期純利益は、同50.8％増益の82億82百万円と

なりました。
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556.7
651.1

1,423.4 1,373.9

 1,136.6

714.9 708.3

　粗鋼生産の減少に伴う鉄鋼製造設備整備
作業の受注減があったものの、バイオマス発電
用ボイラ案件を含む大型工事案件の受注とコス
トダウン等の推進により、売上高は、前年同期に
比べ10.6％増収の146億27百万円、利益は、
同51.1％増益の10億9百万円となりました。
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